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                共生と循環の地域社会へ  

園長 児嶋 草次郎 

  

 酷暑が続いていますが、御見舞申し上げます。皆様、くれぐれも熱中症にならないように御自愛く

ださい。１か月以上雨が降らず、畑も花壇も、土がガラガラに乾燥して野菜も花も弱って来ています。

しかし、雑草は日に日にたくましく成長し、すぐに野菜や花を圧倒していきます。彼らはどこから水

分を補給するのだろうと不思議にも思います。２、３日に一度は子供たち・職員が水かけをしてくれ

ています。キュウリ、オクラ、ナスビ、ピーマンそしてサルビア、マリーゴールド等、なんとかこの

夏を乗り切ってほしいと願っています。ここまで書いた８月４日の夜に雨が降り、５日の朝には大地

が蘇っていました。 

 さて、８月と言えば石井十次セミナーです。８月 23日（日）の石井十次セミナー、皆様、御参集

ください。 

 昨年は、石井記念友愛社創立 80周年ということで、元福岡県立大学教授の田代英美先生に、「茶臼

原での 47年、児嶋虓一郎の思いをたどる」という題で話をしていただきました。この３、４年、石

井記念友愛社の戦後 80年の歴史を、社会学的な視点から検証していただいていますが、そのまとめ

として、事業を再開した児嶋虓一郎の人間性について、その蔵書や趣味の部分も含め調査したうえで

の田代先生なりの人物評でした。これほど幅広い視点から児嶋虓一郎の人間像を分析してくださった

ことは初めてでしょう。「石井十次資料館研究紀要第 26 号」の論文の概要説明と言われましたので、

そちらからも引用させていただきます。 

 次の田代先生の言葉は、私たちの心に児嶋の感性を美しく映像化してくださいました。 

 「詩集には、児嶋虓一郎先生があまり表には出さなかったであろう家族や周りの人々への愛情と心

情、そして人生の感慨が溢れていて、万華鏡の中で夜空の星のように煌めいています。」 

 「“豊かな心を持つ本当の人間”になれという教えをしっかりと心に刻んで成長し自立していく子ど

もたちと、厳しさと温かさ・優しさの双方を持って子供どもたちを見守る児嶋虓一郎先生とが映し出

される場合は、万華鏡の中でも最高のシーンです。」（「石井十次資料館研究紀要第 26号」）。 

 順番が後先になりましたが、基調講演は公益財団法人大原芸術財団の事務局長（当時）森川政典氏

に「新生『大原芸術財団』のめざすもの」という題でやっていただきました。大原美術館は、大原孫

三郎と児島虎次郎との友情の産物と言ってよい美術館です。戦前・戦中・戦後と生きのび、理事長も

孫の大原謙一郎氏から曾孫のあかね氏に変り、新たにスタート。昨年４月には児島虎次郎館も新たに

オープンして、これから未来に向けてどう発展していくのか、大原ネットワークの外輪に位置する私

たちとしても大変興味のあるところです。 

 近年年間 30万人の入館者で推移して来たのに、あのコロナ流行時には７万人まで落ち込んだとか。

その再生は大変厳しいものであることが想像できます。 

 森川氏は、新生「大原美術財団」の目指すものの話をされる前に、しっかり大原孫三郎と石井十次、

そして児島虎次郎との関係を再確認され、その理念の基盤を解説されました。次のようにもおっしゃ
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っています。 

 「創立八十周年に際し、当時の高階館長、大原謙一郎理事長の元、使命宣言を定めました。特に子

どもたちに対する使命は『明日を担う子どもたちが幼児から美術や文化にかかわることができるよう

に、さまざまな体験の場を提供します』としています。ここにも石井十次の精神が受け継がれている

ものと受け止めています。」 

 この「子どもたち」への取り組みは、その後年々充実強化され、特に未就学児童、つまり倉敷市内

を中心に年間三十園近い幼稚園・保育園の約 3000人を受け入れて来たとか。石井十次の「自然の中

で自由に遊び学ばせる教育」を読み替えると「美術館の中で自由に遊び学ばせる教育」にも通じるの

ではないかと評価されています。 

 これ以外にも、月曜日の休館日を利用して、学校団体も受入れておられるとのこと。年間２万人を

超えるそうです。「対話型の鑑賞支援プログラム」というのがあり、これについては、「石井十次のラ

イオン教育を起源にもつ精神と繋がっているのでは」とも説明されます。美術館という形で石井十次

や大原孫三郎の理念がしっかり現代に生かされているのだろうと感じ入りました。 

 感動したのは、「寄付」の新たな位置付けです。美術館は基本入館者の払う入館料によって成り立つ

施設です。入館者が減れば、たちまち経営の危機におちいります。持続しなければ地域に貢献できな

いのです。 

 次のように書いておられます。 

 「オフィシャルパートナー制度は入館料収入以外の収益として、協賛や寄付を広く募ることにより、

大原芸術財団の持続可能性を高めていくものです。オフィシャルパートナー（法人協賛）に加えて、

後援会（個人会員）基金（個人・法人寄付）と幅広い活動に挑戦を続けているところです。」（石井十

次資料館研究紀要第 27号） 

 大原芸術財団の緊張感と未来への揺るぎない決意を充分に感じることのできる講演でした。 

 ちなみに、この講演内容については、この８月に発行する「石井十次資料館研究紀要第 27号に掲

載してあります。 

 昨年の反省が長くなってしまいました。今年のテーマは、株式会社クラレ取締役会長・社会福祉法

人石井記念愛染園理事長の伊藤正明氏に「クラレ創業家の起業に掛けた思い」という題で講演をして

いただきます。そして、長年、石井十次を研究して来られた菊池義昭氏に「大原孫三郎と石井十次院

長の出会いから日露戦争直後までの交流を中心に」という題で、石井十次と大原孫三郎との出会いと

友情について、おさらいをしていただこうと願っています。 

 地球はソ連崩壊後、アメリカ一強の世界となり、世界の警察官としてリードし、アメリカの価値観

が世界に安心・安全・平和・繁栄をもたらしてくれるのだろうと、漠然と期待もしていました。しか

しこの数年で、その妄想は大きく崩れ去りました。 

 ロシアがウクライナに侵略し、アメリカとイスラエルがイランを爆撃し、世界は一触即発の状態に

もどりつつあります。グローバリゼーションが世界を一つにするかと思いきや、アメリカの信用が失

われるに従って反グローバリズムの兆候が色濃く出て来ており、世界は迷走し始めていると言っても

よいでしょう。世界を商圏として活動して来た企業は、これから生き残りにどう知恵やエネルギーを

使おうとしているのか。 

 クラレ会長の伊藤正明氏の講演は厳しいものになるのではないか。企業の論理で社会福祉法人はど

う分析されるのか、興味があります。福祉施設も淘汰の時代を迎えているのです。 

石井記念友愛社はこれから未来へどう進んだらよいのか。戦後の 80年をしっかり検証する必要が
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ありますし、石井十次と大原孫三郎の友情の結晶である様々な事業体の生き様からも学ぶ必要があり

ます。そういう意味で、今回のセミナーは、戦後 80年の反省のまとめとしたいと思います。皆様、

ぜひ御参集ください。 

次に、石井記念友愛社の新たなスタートとして、次の２点を新たに掲げたいと思います。 

①「とようけの森『家族を支え、自立まで』」 

 都城市前田町にある母子生活支援施設「みどりホーム」（10世帯）に隣接して建っている旧無認可

保育園「みどり園」の園舎を今年度改装して、１階を児童家庭支援センター「ゆうりん」（有隣園内か

らの移設 228㎡）にし、２階を新たな自立援助ホーム「とようけホーム」（仮称 196㎡）にする予定

です。さらにそれらの土地に隣接する土地と建物（土地 790㎡ 建物 135㎡）を新たに購入し、児童

家庭支援センターの充実強化に活用する予定です。この土地には、石井記念有隣園の小規模児童養護

施設「よしこの家」も隣接しています。完成すれば、母子生活支援施設、小規模児童養護施設、自立

援助ホーム、児童家庭支援センター、４つの施設の複合・共生施設となる予定です。新たに購入する

土地・建物は、今のところ「児童育成支援拠点事業」に活用できないかと考えています。これは市町

村のやるべき事業で、その目的は次のように説明してあります。 

 「養育環境等に課題を抱える、家庭や学校に居場所のない児童等に対して、当該児童の居場所とな

る場を開設し、児童とその家族が抱える多様な課題に応じて、生活習慣の形成や学習のサポート、進

路等の相談支援、食事の提供等を行うとともに、児童及び家庭の状況をアセスメントし、関係機関へ

のつなぎを行う等の個々の児童の状況に応じた支援を包括的に提供することにより、虐待を防止し、

子どもの最善の利益の保障と健全な育成を図る。」 

 小・中の不登校児が 35万人と言われています。この 10年で２倍に増えています。引きこもりは 146

万人です。日本の未来を考える時、人口減、少子化の流れの中で、これらは深刻な問題であるはずで

す。しかし、私たち社会福祉法人は、この問題にあまり対応できていません。不登校問題は市町村の

教育委員会の問題に限定されつつあり、特別の教室や学校を作ることでしか対応できてないように見

えます。 

 以前は不登校の子供たちの多くが児童養護施設に入所していました。そして集団の力動を利用して

改善していました。しかし国の政策も変り、今は市町村の問題とされ、不登校という理由で児童養護

施設に入所してくることはほぼなくなりました。児童養護施設の入所児童数は全国で 22,000人ほどで、

この 10年で 5000人ほど減少しています。おかしな社会現象です。政策と現場の乖離が始まっている

のではないかと感じることが最近はありますが、これもその一つではないでしょうか。 

 この問題に私たちはどう対応していったらよいのか。アウトリーチ機能を持った児童家庭支援セン

ターを充実強化する以外ないと感じています。そこで、都城市内で活動している「児童家庭支援セン

ターゆうりん」を移転して、より強力に地域の孤立する家庭支援ができるようにしようと考えたわけ

です。 

 大分県のある児童養護施設では、市の事業「児童育成支援拠点事業」を市より請け負って、児童家

庭支援センター＋αの事業として、居場所の提供だけではなく、夕食や入浴の支援まで行い家まで送

り届けています。ここまでやれば、その家庭まで踏み込むことになり、家庭支援へとつなげることが

できます。つまり、不登校問題であれば、教育の問題としてだけではなく、教育＋福祉の問題として

取り組むことができるのです。２年位前から都城市へも働きかけていますが、市がこの「児童育成支

援拠点事業」に取り組む考えはまだないようです。根気強く今後も相談していきたいと思います。 

 時は待ってはくれません。今孤立した家庭の中で苦しんでおられる子供たちそして親御さんのため
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にも、社会福祉法人のこれからの使命として活動していかねばなりません。 

 「とようけの森『家族を支え、自立まで』」は、これらの複合・共生施設のコンセプトにしたいと思

います。互いに補足し合って、全体として地域の様々な福祉ニーズに答えていける体制を作るのです。 

 それでは「とようけの森」とは何なのか。これらの施設群（森）の東側歩いて５分のところに、創

建 1000年を迎えるという神社「神柱宮」が鎮座されているのです。大宰府より荘園「島津荘」に領

主として派遣された平季基（たいらのすえもと）が家門を立てようとしていた時、娘（６歳）が神が

かって、「社を建てて名を『神柱』と称すべし」と言ったとか。そこで、伊勢神宮の外宮の分霊をいた

だいて創建されたものなのだそうです。何の縁もなかったこの地に、このような施設の森を作るよう

になったのは、お導きとしか言いようがありません。まことにありがたく感謝すべきことなのです。 

②友愛・共生と循環の地域社会つくり 

 現在の石井記念友愛社の到達目標は、「友愛の地域社会つくり」です。「福祉施設が、縦割り社会の

中で個々に働くのではなく、関係機関や住民と一体となりながら、様々な社会資源との連携の下、年

令や障がいの有無を超えた大家族的共生社会の実現をめざします。」がその説明となっています。この

「友愛の地域社会つくり」という言葉をもう少しふくらましたいのです。経営環境がますます厳しく

なって来ており、また社会も混迷して来ており、「共生」をもっと表に出す必要があります。 

 都城に福祉の新たな拠点ができるのを機に、発想をもっと広げたいと思います。「循環」とは何か。

今回、また熊本で大地震が発生しました。多くの被災された方々にお見舞い申し上げます。最近多く

の自然災害ニユースを見ながら考えさせられることは多いのですが、一番感じるのは、巨大な構築物

やインフラを信じきってはならないということ。大きな災害の前では無力です。人間は大自然ととも

に進化して来ました。縄文時代の人々のように、人間はもともと、その土地土地において、大自然の

生き物たちと互いに循環し合いながら生きて来たということを忘れてはならないと思います。この地

球の大自然の、大地の循環のサイクルの中で人間も生きて来たのです。そういう皮膚感覚・感性を取

りもどす必要があります。説明の文については、これから推敲したいと思いますが、御助言いただけ

る方がおられましたが、よろしくお願い致します。来年度から新たに設定し直したいと思います。 

 石井十次セミナーへの多くの方々の参加をお待ちしております。今回はできるだけ意見交換ができ

たらと願っています。 


